
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 →→→→裏面もお読みください。 

令和６年 4月１９日 

野田市立木間ケ瀬小学校 

校 長   松藤 有里 

 12 名のかわいい新入生を迎え、4 月 10 日に令和 6 年度木間ケ瀬小学校入学式が無事に行

われました。全校児童数は昨年度に比べ、やや減少しましたが、子どもたちからは元気なパワ

ーがたくさん生み出されていて、校内はやる気に満ち溢れています。１年生の給食も始まりま

した。新しい学年で、学習内容もレベルアップする中、学校生活において何か不安に感じるこ

とがありましたら、遠慮せずにご相談ください。 

校長室だより 

 家庭学習はつまり、家庭で行う学習のことです。その内容は、「宿題」と「自主学習」が考え

られます。子どもたちの将来を見据えたとき、「毎日家庭で、机に向かう学習習慣を身につけ

る」ことが大切であると考え、学校では、学年×１０分＋１０分、毎日継続することを薦めて

います。 

 まずは、出された「宿題」、次に、自分で決めた内容「自主学習」をする習慣を身につけるこ

とから始めます。個人によって、宿題を終わらせるまでにかかる時間が違えば、自主学習に取

り組める時間も異なります。興味関心をもつポイントも一人ひとり違います。大事なことは、

繰り返しになりますが、「毎日家庭で、机に向かう学習習慣を身につける」ことです。そして、

それが「自ら楽しみながら」取り組めれば、さらに理想的です。今後、私たち職員は、様々な

場面で、「もっと調べたいな。」「もっと知りたいな。」「発展させてみたいな。」という『学びの

種』をまいていきたいと考えています。新しいことを知るのは、楽しいものです。学ぶことの

楽しさを、学校でも家庭でも、子どもたちに伝えていければと思います。 

学校ホームページの毎日のブログ内に、私からも時々『学びの種』をまきますので、もし、

興味があれば、自主学習で取り組んでみるよう、声をかけてみてください。 

そして、裏面に、こんな内容に取り組んでみるのもよいという例を載せましたので、参考に

してください。 

 家庭学習について、昨年度、家庭学習の新しいノートを校長室で渡したり、表彰の様子を学校ホ

ームページで紹介したりしてきました。また、よりよい家庭学習の内容を考えるきっかけになれ

ばと、家庭学習コンテストを 3回実施してきました。ここ数年の取り組みの中で、家庭学習の習

慣がしっかりと身についていたり、自分なりに内容を工夫したりしている児童が一定数いること

に感心しながらも、まだ多くの児童が、「やらされている」学習である様子も見られました。 

 各家庭によって子どもへの声掛け、見守り方は様々とは思いますが、下記をお読みいただき、

子どもたちに前向きな励ましをお願いします。 

  



【自主学習のメニュー例】 

☆「継続は力なり」という通り、望ましい学習習慣を定着させるために、お子さんの頑張

りを認め、できたことをほめていただきますよう、お願いします。 

☆「答え合わせをすること」は学力を定着させる上でとても大事なことです。 

・合っていたところは、すでに身についているところ 

・間違えたところは、「なぜ間違えたのだろう。」と考えることから、本当の勉強が始まり

ます。 

学校の授業や学習内容に直接関わるもの 自分が好きなことや興味のあること 

・新出漢字の練習 

・習った漢字を使った熟語や文章作り 

・漢字テストの勉強 

・計算ドリルや教科書の問題解答 

・文章問題作りと解答、説明 

・国算理社の教科書で復習 

・国算理社の教科書の予習 

・教科書の言葉の意味調べ 

・俳句や短歌、詩、好きな本の文章 

などの視写 

・テストの解き直し 

・次のテストへの備え 

・理科の実験手順や道具のまとめ 

・社会の教科書や資料集を使った学習

範囲のまとめ 

・都道府県の情報のまとめ 

 

          …などなど 

・日記や作文、読書感想文 

・おすすめの本の紹介文 

・ことわざや四字熟語調べ 

・百人一首調べ 

・テーマに沿った言葉集め 

・新聞やテレビのニュースを見た自分の考え 

・動植物の観察 

（スケッチをして気づいたこと等） 

・地域学習（野田市や千葉県、日本について） 

・木間ケ瀬小の歴史調べ 

・歴史上の人物や偉人、有名人調べ 

・世界の国々調べ 

・学校行事について調べ、それに向けての意気

込みと、自分がすることのまとめ 

・家庭科や体育の実践報告文、感想文 

・体育の様々な種目の攻略法（絵と文で考える） 

・英語の文や言葉と意味を丁寧に書く 

・その他好きなものについて深く調べまくる！ 

 …などなど 


